
南相島市内の4つ即九条（ほJ椚柑市議鮎膝臥訓だ

改憲や重文化されつつある現在、全国でも蘭期的、稀なことか
■く食糧h25ト260＞でもお知らせのよう

に、南相馬市内の4つの「九条の会」（は
らまら・小高・鹿島・柏双教職員九条の
会）が、今年3月の市議会に叩寿法・小
冊子』の再発行、全戸配布」を陳情しまし

だ。■4月15日に市議会総務委員会（委

員長小川尚－さん・本会会員）から陳情の
趣旨説明を問われ、6月市議会で正式に陳
情は採択されました。■戦後の日本の平和

を支えてきた「日本国憲法」が、この時機

に再度市民の手元に届けられることは大変

意義深いことです。■震災や人災の原発事

故で蔑ろにされてきた私たらの「人権」や、

「戦争をしない国日本」を再確認し、生活

に「憲法」を生かすために、この機会に「悪
法」をしっかり読んでみましょう。

27議第159号
平成27年6月16日

はらまち九条の会
代表　平田慶肇様

南相馬市議会議長　平田　武

▲　陳情の審誇結果について（通知）

平成27年2月16日付けで提出されました下
記の陳情は、平成．27年第4回南相馬市議会定例
会において趣旨採択となりましたので通知します。

記
1　趣旨採択となった陳情

・陳情第1号　「憲法・小冊子」（旧原町市発行）
を再発行し南相馬市全戸に再配布する
よう求めることについて

2　趣旨採択となった陳情の送付先
・南相馬市長

▲6月16日付で平田会長宛に届いた緻惰採択の通知
41971（昭和哺）年、旧原町市が発行、全戸配布したF憲法一小冊子且

044年前、当時の原町市に『憲法・小冊子』を発行させ

た「原町市等法を守る会」の事務局長相良利償睾ん（嚢真
・原町区桜井町・90歳）は、『需法』の再発行について、
「この時機にグットタイミングの発行ですばらしいことで
す。もう戦争体験者が私たち世代で最後ですが、護憲運動

の後継者を育ててこなかったことを後悔し、責任琴感じて
いました。でも「はらまち九条の会」の熱心な・活動で今国
の成果が生まれました。」と話しておられます。

Or受胎豪馳署名の1次集村ま6月15日でしたが、まだまだ廃案になるまで繊して集めまく
しよう。これまで本会が集めた削珊まr象・全国九条の会」を通じて兼・事離農に提出されます。
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荒
廃
す
る
鈴
木
安
蔵
の
生
家

憲
法
学
者
・
鈴
木
安
蔵
の
名
を
知

る
人
は
少
な
い
だ
ろ
う
。
日
本
国
憲

法
の
実
質
的
な
歳
暮
と
も
音
え
る

存
在
だ
が
、
業
績
に
比
べ
て
不
当
と

い
う
ほ
ど
顕
彰
さ
れ
ず
に
き
た
。
そ

の

安

墓

薦

市

小

曹

∵
（
旧
査
問
町
）
．
薫
育
っ
た
。
・

世
界
に
瞥
菰
な
馨
の
ル
ー

ッ
や
畠
恩
患
昔
の
蜃
色

濃
善
ご
」
の
古
い
町
に
あ
る
と

も
い
え
る
。
と
こ
ろ
が
安
我
の
生
家

は
今
、
居
住
が
制
限
さ
れ
る
区
域
の

中
に
あ
る
。
原
発
事
故
は
九
条
の
故

郷
も
台
無
し
に
し
た
。

小
高
区
は
事
故
後
は
警
戒
区
域
と

さ
れ
、
立
ち
入
り
が
禁
止
さ
れ
た
。

三
年
前
の
再
欄
戚
で
避
難
捧
不
解
除

準
備
区
域
と
な
っ
た
が
、
今
も
夜
間

は
立
ち
入
り
が
で
き
な
い
。

碩
本
．
克
孝
の
．

ふ
く
し
ま

∴
安
蔵
の
生
家
は
人
け
が
絶
え
克
町

の
■
ヰ
心
都
、
蔵
宿
静
の
中
に
あ
っ

た
。
通
り
に
雷
て
「
韮
局
」
と

大
き
な
讐
板
が
あ
る
が
、
シ
ャ
ッ
タ

ー
は
閉
じ
ら
れ
た
ま
ま
だ
。
裏
手
の

古
び
轟
の
あ
る
屋
敷
も
、
蔵
が

崩
れ
落
ち
て
、
荒
れ
始
め
て
い
る
。

安
蔵
は
こ
の
家
で
一
九
〇
四
（
明

治
三
十
七
）
年
に
生
ま
れ
た
。
父
・

良
雄
は
銀
行
員
。
俳
号
を
持
つ
よ
う

な
文
化
人
で
あ
っ
た
が
、
結
核
の
た

め
濫
二
十
七
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
母

・
ル
イ
に
育
て
ら
れ
た
安
蔵
は
仙
台

に
あ
っ
た
旧
制
こ
高
に
推
挙
す
る
十

七
歳
ま
で
こ
こ
で
過
ご
し
た
。
両
親

は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
、
愛
蔵
自
身
も

日
確
臼
は
必
ず
近
所
の
教
会
に
通
っ

た
。
そ
の
教
会
は
、
や
は
り
無
人
の

状
態
で
残
っ
て
い
る
。

ま
は
安
蔵
の
姉
で
あ
る
鈴
木
取
夫

婦
が
薬
局
を
営
ん
で
守
っ
た
。
原
発

事
故
が
起
き
る
ま
で
、
安
蔵
の
お
い

の
嚢
で
あ
る
鈴
木
千
代
さ
ん
（
∧
む
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納木安蔵（すずき・やすぞう）
1904■・′83年。京都帝国大哲学科に
学し、後に経済学部に転酢。■26年
治安維持法違反第1号「学違事件」
で摘発され自主退学○在野の研究生
括に入る。45年に「犠牲研究会」■‾ゐ
「憲法草案雷網」を起草〇・同要綱は・「・＝・…・・・・・・・・…一一・…一・・・・…・・・・・・…・・

連合国軍総司令部（GHQ）1秦の下敷　宣　東京新聞神島特別支局

賢窓諜諸賢、諾讐歪姦慧‾ト警Ⅹ3芸‡喜芸…三塁冨■
画「日本の青空」の偲材と招こうた。

鏑木豆腐≠鞘相馬
市教育華鵡会摂供

で
い
た
が
、
今
は

薇の生家。：醜在は輪も
住んでいない
⑬商店街の林葬凧＝禰島県南相
馬市小高区で

千
葉
県
松
戸
市
に
遅
し
て
い
る
。

千
代
さ
ん
が
「
（
安
蔵
に
は
）
何

度
か
会
い
ま
し
た
。
お
茶
が
大
好
き

で
急
須
ま
で
母
野
し
て
幾
つ
も
の
お

警
入
れ
て
く
れ
る
ん
で
す
。
詳
し

い
人
で
し
た
よ
」
と
話
し
て
く
れ

た
。
し
か
し
、
原
発
の
話
と
な
る
と

「
私
た
ち
夫
婦
も
櫨
笹
反
対
の
署
名

連
動
を
し
た
ん
で
す
。
な
ぜ
、
こ
ん

な
こ
と
に
」
と
言
葉
を
の
ん
だ
．
。

．
驚
い
た
こ
と
が
あ
る
。
小
高
は
人

口
一
万
人
超
の
小
さ
な
城
下
町
だ

が
、
こ
の
恥
産
ル
ー
ツ
と
す
る
反
権

力
の
巨
人
が
ほ
か
に
も
い
た
の
だ
。

・
「
死
霊
」
・
で
知
ら
れ
る
思
想
家
で

小
宴
の
震
。
埴
谷
（
本
名

は
盤
伊
）
の
家
は
代
々
奥
州
相
農
奴

に
仕
え
た
武
家
だ
っ
た
。
増
谷
は
小

高
で
育
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
安

蔵
の
五
歳
年
下
に
あ
た
り
、
治
安
維

持
法
壷
き
れ
、
獄
中
で
勉
強
に

励
ん
だ
点
が
共
通
し
て
い
る
。

■
戦
前
の
農
民
違
勤
ま
の
平
田
良
衛

も
、
こ
の
恥
の
出
身
で
安
濃
の
親
戚

に
あ
た
る
。
こ
ち
ら
も
獄
を
経
験
し

て
い
竜
．
「
死
の
轡
の
姿
・
島

墓
も
象
印
い
。
・

東
北
打
小
さ
な
町
に
、
な
す
あ

ほ
ど
の
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。

．
．
福
島
県
九
集
の
会
袋
毒

助
・
元
福
島
大
学
長
は
「
福
島
は
西

の
高
知
と
並
び
自
室
の
盛

ん
な
土
地
で
、
反
軍
平
和
思
想
を
培

っ
て
き
た
。
そ
の
底
流
に
は
明
治
政

府
が
で
き
た
時
点
で
膣
軍
で
、
軍
隊

が
磋
長
濱
W
問
政
府
の
手
兵
に
す
ぎ
な

い
と
い
う
反
発
も
あ
っ
た
。
キ
リ
ス

ト
教
が
盛
ん
で
自
由
な
考
え
方
を
教

え
た
側
面
も
あ
る
」
と
分
析
す
る
。

安
蔵
の
弟
子
で
あ
る
金
子
勝
・
立

正
大
学
名
義
は
「
条
文
解
釈
だ

け
だ
っ
た
憲
法
単
産
マ
ル
ク
ス
主
義

を
基
に
社
会
科
学
に
押
し
上
げ
た
の

が
先
生
で
し
た
。
蔓
東
き

萬
め
れ
ば
戦
争
が
始
ま
る
。
だ
か
ら

政
府
赤
療
法
で
し
ぼ
る
筆
の
る

と
考
え
た
」
と
苺
す
る
。

ま
た
「
葦
邁
程
で
先
生

が
強
く
主
張
し
た
の
は
抵
抗
権
で
し

た
。
悪
い
政
府
は
民
衆
が
倒
し
て
も

よ
い
と
す
る
権
利
で
す
。
全
会
一
致

の
原
則
か
ら
腐
用
さ
れ
な
か
㌧
つ
た

が
、
先
生
の
精
神
は
宣
旨
あ
っ

た
」
と
患
賢
塵
畳
膏
の
幹

に
は
、
鹿
ば
ら
常
愚
衆
の
甘
心
の

結
晶
と
し
で
の
ハ
＝
反
軍
慧
意
想
が

夢
吏
号
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

．
静
ま
り
返
る
小
高
の
間
局
歩
い

た
。
日
太
人
は
ュ
J
嘗
地

を
畳
字
学
は
い
け
な
い
イ
盲
ら
た

め
て
患
っ
た
。
（
替
露
執
嘉
長
）

ト
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貫
東
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よ
り

○
憲
法
九
条
が
蔑
ろ
に
さ
れ
る
今
、

憲
法
の
間
接
的
由
筆
者
鈴
木
安
蔵
の
こ
と
や
小
高
区
の
生
家
が
注
目
さ

れ
、
嚢
㌍
後
全
国
か
ら
見
学
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
○
こ
の
記
事
は
、
護
憲
や
脱
原
発
の
報
道
で
像
頬
を
集

め
て
い
る
『
東
京
新
聞
』
の
も
の
。
○
こ
の
六
月
二
八
日
に
鈴
木
宅
を
見
学
し
、
本
会
と
も
交
流
し
た
横
浜

市
旭
区
若
葉
台
九
条
の
会
員
、
本
会
会
員
の
樺
島
潤
子
さ
ん
が
わ
ざ
わ
ざ
送
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。


